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深く考える子  思いやりのある子  強くたくましい子 令和５年５月３１日（水） 

家読(うちどく)のすすめ 
校長 三村 文弥  

 ５月の全校朝会は、「校長先生のお話」の日でした。今年は、お

話ではなく、絵本の読み聞かせをしました。ゴールデンウィークが

終わり、運動会に向けた取組が始まるタイミングということもあ

り、運動会が舞台になる絵本「ぼくのジィちゃん」の読み聞かせで

す。 

 ―走るのが苦手で運動会が嫌いなヒロシのジィちゃんが、運動

会の応援にやってきます。その運動会でまさかの展開が起こり、ぼ

くのジィちゃんのすごい秘密を知ってしまいます。田舎からやっ

て来たダサい、かっこ悪いジィちゃんがスカッとする大逆転劇を

生み出す心温まるストーリーもさることながら、後半のスピード

感溢れる絵がとっても魅力的な絵本で、子どもたちに読み聞かせた

いおすすめの一冊でした。 

 西小では、今年度から、毎月第１・３日曜日の「ノーゲームデー

＆読書の日」は、家庭学習の一環として、学校図書室から本を借り

て持ち帰り、簡単な「紹介チラシ」を作成する取組を始めました。

子どもたちにいろいろな本に触れ、物語体験をしてもらいたいです

が、「読まなければならない。」だと、義務感が生じて、本嫌いにな

ることも考えられます。読み手自身の子どもたちに、「続きが読み

たい。」、「本は楽しい。」と感じてもらうことが大切です。その最初

の一歩が絵本の読み聞かせです。これまでも西小サポーターの読み

聞かせボランティアのみなさんに、たくさん絵本の読み聞かせをし

ていただいていますが、紹介していただいた本をもう一度自分で読

もうとしたり、同じ作者の本やシリーズの本を探したりするなど、

読み聞かせをきっかけにして、子どもたちのお話の世界、本の世界

が広がっていってほしいと思います。 

 西興部村では、今年度、「西興部村子どもの読書活動推進計画」

を策定し、図書館での特別展示やイベント開催、学校や保育所での

出張図書コーナーを設けるなど、村民の読書環境づくりを充実させる計画もあるようです。家族み

んなで読書をすることで家族のコミュニケーションを深めることを目的にした読書活動のことを

「家読(うちどく)」と言うそうです。家族で図書館に行ったり、読んだ本を

スマホや端末で撮って記録に残すなど、家族で本を楽しむ時間をつくってみ

るのもよいかもしれません。 

最後にもう一冊、おすすめの絵本です。「ぼくのジィちゃん」の作者くすの

きしげのりさんの「おこだでませんように」。―家でも学校でも怒られてば

かりの男の子の心の中を描いた絵本。学校の先生をしていた作者の実体験を

もとにして作られたお話です。子育てを頑張っているお父さんお母さん、先

生方にも読んでほしい一冊です。「家読」にいかがでしょう。 

 

 

【５月全校朝会】 
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